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ご意見･ご要望お寄せください！ 公式HPからはこちら

日本共産党千葉市議団 かばさわ洋平 市政報告 ２０２５年 Vol.１９２

かばさわ洋平チャンネル
登録者数 1万6千名

●かばさわ議員 村田川の氾濫リスクが高い場所に設置予定とされる越智
町のメガソーラーは住民理解が得られないため計画を見直すよう求めてき
たが、その後の国の認定状況、事業者からの住民への説明状況を伺う。

■環境局長 現時点では、本件は国から認定されておらず、事業者から
住民への再度の説明会についても予定されていない。本市としては、地
域住民の声を伝えるとともに、事業者へは住民への丁寧な対応を求めて
きたところであり、引き続き事業者の動向等を注視していく。

●かばさわ議員 土気駅から土気小学校入口交差点の歩道整備と横断歩道の新設
を行い、児童はじめ市民が安心して利用できる交差点への改良を求めてきたが
交差点改良内容と今後の対応について伺う。

■環境局長 森林や里山など本市の特徴である豊かな自然環境を将来に継承していくことは重要であると
認識している。また、大規模な森林伐採を行う際には、森林法の規定に基づき県の許可が必要であり、千葉
県は本年１０月に、国に対し同法を含めた関係法令の規制強化を要望した。指導方針の策定については、引
き続き国や他自治体の動向を注視していく。

メガソーラー規制を

土気小学校入口交差点に横断歩道を！

■建設局長 道路の両側に幅員２．５メートルの歩道を設置し、交差点に歩行者だ
まり及び横断歩道を設置する計画としており、用地取得ができた土気小学校側の
歩道設置と、暫定的な交差点の整備から行う。

第二グラウンド整備予定地
●かばさわ議員 本市のメガソーラーは10年前の平成27年には8
カ所だったものが、現在は27か所と増加しており、とりわけ緑区で
は大量の森林伐採が伴う太陽光発電施設の設置が多くなっている。
森林の大量伐採に伴う大規模な太陽光発電施設が本市に多数設置
されることについて自然環境保護の観点からどのように考えてい
るのか。仙台市のように森林の大量伐採に伴う太陽光発電施設を抑
制していくための、立地自粛を求める指導方針を本市でも策定すべ
きではないか。

誉田駅前の大網街道に安全な歩道を！

■建設局長 用地取得を行っており、先月末時点での取得率は、 １８パーセント
となっている。歩行者の安全を確保するため、 用地取得が完了した箇所につい
て、暫定的な舗装整備などを進めていく。

●かばさわ議員 誉田駅前線事業における大網街道歩道の整備に向けた取組
状況、１日も早く安全に歩ける大網街道歩道を整備するよう改めて強く求める。



かばさわ洋平千葉市議会議員

●かばさわ議員 大椎台自治会館前の道路を拡幅し、あすみが丘との大椎台・大木戸台の循環バス運行の
実現を第１回定例会でも求めてきたが、道路整備内容と取組状況について伺う。また、道路拡幅に伴い、大
椎台地区へのバス路線復便の実現に向けた事業者との協議状況を伺う。

■建設局長・都市局長 変則的な 交差点の形状を
改善するため、ラウンドアバウトにするとともに、
接続する道路を拡幅する。現在、事業用地を取得す
るための交渉を行っており、取得後に、整備を行う。
朝晩の通勤通学時間帯の移動手段の確保が課題
であるため、地元で組織する交通対策協議会では、
路線バスの復便を目指して、需要把握のためのア
ンケート調査やバス事業者への要望活動などを実
施してきている。バス事業者からも、運転手の確保
が前提となるが検討を続けたいとの意向が示され
ていることから、本市としても、事業者や地域と連
携し、復便を目指して取り組んでいく。

大椎台・大木戸台へのバス復便を！

【かばさわ洋平事務所】 〒266-0005 緑区誉田町2-24-275 TEL 292-7764
Email takumiuna@gmail.com

【日本共産党千葉市議団】 〒260-0026中央区千葉港1-1（千葉市議会内） TEL 245-5484

物価高騰対応子育て応援手当支給は2月振込

●支給対象者 児童手当支給対象児童 （所得制限なし）
●給付額 対象児童1人当たり2万円
●支給方法 児童手当支給口座に２月に振込予定 （申請不要）

ヤングケアラーへの配食・見守り支援を！
●かばさわ議員 千葉市調査では、家族の世話などを行う
１８歳未満の子どもヤングケアラーが、中学２年で６.８％と
実に約１５人に１人と判明している。新たにヤングケアラー
コーディネーターを各区に配置するなど、市民がより相談
しやすい体制を構築すること、また、少しでも家庭での負
担を減らせるための配食サービスや見守り支援など、寄り
添った支援策の検討を求める。

■こども未来局長 相談する方が状況に応じて相談先を選べることも必要と考えており、その後適切な支
援機関につないで対応する。相談しやすい体制や家庭の負担を減らしていくことは必要であることから、ご
質問いただいたヤングケアラー支援やその他自治体の先進事例等を参考にしながら研究していく。

土気駅南口バスシェルターの改善を！
●かばさわ議員 2021年の一般質問にて、土気駅のバスシェルターの雨漏り
改善を求めてきたが、現在実施しているシェルター雨漏り改修工事における
内容、利用者のバス待ち環境向上の取組みについて伺う。

■建設局長 屋根や雨どいの補修に加え、バス待ち環境の改善のため、
４か所の停留所のシェルター部に雨の吹き込みを軽減する対策を実施する。
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